


| 2026年3月期実 績

I 収益の状況 I 

■ 米国追加関税や為替、原材料高騰と合わせて3,000億円レベルの影響

■ 米国環境規制の大幅な緩和を受けた環境クレジットおよびBEV関連の大口費用は
26年3月期をピークとして計上し、営業利益401億円

I 取り組み実績 I 

■ 関税影響や原材料高騰に対し、開発・生産・販売の名各面で機動的な対応を実行

■ 経営基盤の強靭化とともに「存在感と魅力ある企業」であり続けるための
道筋として「2025方針」を策定・発信
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